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(おさらい)IPv4アドレスはもうありません！

https://www.nic.ad.jp/ja/pressrelease/2011/20110204‐01.html
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2012年9⽉14⽇

各RIRの在庫枯渇状況

2011年4⽉19⽇

2014年6⽉10⽇

2015年9⽉24⽇

2019年前半に在庫枯渇？
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IPv4アドレスはもうゲットできないの？

• ⼀般企業等ユーザーの⽴場で...
–ご利⽤中、もしくはご利⽤予定の事業者様

にお問い合わせ下さい。
• 事業者の⽴場で...

–事業者＝IPアドレス指定事業者
• JPNICから直接IPv4アドレスの割振りを受けて
いる企業や団体

–まだゲットできます！
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ゲットする⽅法、その1
• 事業者の皆さんは最⼤で/22を2個ゲットできます。

– APNICが管理する在庫(103.0.0.0/8)から/22
– JPNICが管理する在庫(219.100.0.0/16)から/22

• 必要に応じて申請を⾏ってください！

「JPNICに返却済みIPv4アド
レス在庫」からの割り振り (上
限：/22)

2014年7⽉より実施中

「/8相当の最後のAPNICにおけ
るIPv4未割り振り在庫」からの
割り振り (上限：/22)

2011年4⽉より実施中

IP指定事業者

※⼀度の申請でそれぞれの在庫から割り振りを受けることも可能
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APNICの現在の割り振り状況
• 103.0.0.0/8の在庫は/8の30%強程度
• APNICの返却済みアドレス在庫はすでに0で、割り

振り待ちが618件
• 『いつもまでも あるとおもうな、103』

https://www.apnic.net/community/ipv4‐exhaustion/graphical‐information/

https://www.apnic.net/get‐ip/get‐ip‐addresses‐asn/unmet‐ipv4‐requests/



7

ゲットする⽅法、その2

• IPv4アドレスは移転することが可能です。
– 世間⼀般的には『売買』

• 以下のパターンで移転が可能
– ⽇本国内での移転

• JPNIC管理下のアドレスを事業者間で移転
– ⽇本と海外での移転

• 海外のレジストリと契約している組織から事業者へ移転 (逆もOK)
• レジストリによってはできないものがある。

『IPv4アドレス・AS番号の移転について』
https://www.nic.ad.jp/ja/ip/transfer/basic.html

『IPv4アドレス移転対象レジストリ⼀覧』
https://www.nic.ad.jp/ja/stat/ip/transfer-registry.html
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http://www.jpopf.net/JPOPM30Program?action=AttachFile&do=get&target=4_policy‐implementation.pdf
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ポリシー実装済み

ポリシー実装済み
ポリシー実装済み

棄却
(LACNIC25での議論)移転ポリシー

なし

・移転を受けたアドレスの
2年以内の再移転禁⽌

・需要確認を⾏うRIRから
のアドレス移転は、移転
先組織の需要確認が必要

・移転先組織の需要確認
が必要

・移転先組織の需要確認
が必要

追記：LACNIC28でも議論され棄却追記：AFRINIC29に向けて、
2018/10/26に提案が提出された。
https://afrinic.net/policy/proposals/2018-gen-003-d1



9

アドレスの移転ってどれくらい⾏われているの？-1-

• IPv4アドレス移転履歴
• https://www.nic.ad.jp/ja/ip/transfer/ipv4-log.html
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アドレスの移転ってどれくらい⾏われているの？-2-

• JPOPM27：『IPv4アドレスの国際移転をやってみた』
– http://www.jpopf.net/JPOPM27Program

• JPOPM33：『IPv4アドレス移転に関するパネルディスカッ
ション』
– http://www.jpopf.net/JPOPM33Program
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移転相⼿をどう探したらいいの？-1-

• APNICによる仲介業者リスト

• ググる(^^;;;
https://www.apnic.net/manage‐ip/manage‐resources/transfer‐resources/transfer‐facilitators
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移転相⼿をどう探したらいいの？-2-

• JPNICによる『IPv4アドレス移転希望者リスト』
– 『IPv4アドレスの移転を受けることを希望する組織を⼀覧

にしたもの』
– https://www.nic.ad.jp/ja/ip/transfer/wishlist.html
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ちなみにおいくら？

https://www.ipv4auctions.com/customer/account/previous

2016.11月後半

2018.6月初旬

2018.11月中旬

1address=$20
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アドレスをゲットする⽅法(まとめ)

最後のAPNICにおけるIPv4未割
り振り在庫からの割り振り

(上限：/22)

APNIC(またはJPNIC)に返却済
みIPv4アドレス在庫からの割り

振り (上限：/22)

IP指定事業者IPv4アドレスの有効利⽤
(構成の⾒直しやプライベー
トアドレスへの変更など)

IP指定事業者・歴史的
PI割り当て先組織など

未利⽤のアドレスの分配先
を変更する

(IPv4アドレス移転)
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国ごとのIPv6対応状況

http://stats.labs.apnic.net/ipv6/120 day average (19/07/2018 ‐ 15/11/2018)
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IPv6アドレスの国内での状況

https://www.nic.ad.jp/ja/stat/ip/index.html
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IPv6アドレスをゲットできる基準

IPv4アドレスの割り振りを受
けているIP指定事業者

IP指定事業者ではないが、
2年以内にIPv6アドレスの

割り当て予定がある

①

②

①または②を満たす

IPv4の特殊⽤途PIアドレスの
割り当てを受けている

3ヶ⽉以内にマルチホーム接
続を⾏う計画がある

③

④

③または④を満たす

特殊⽤途PIアドレスとして
/48割り当て

IP指定事業者として
/32割り振り

基準は緩やか
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ちなみにAS番号の申請資格も変わってます！

1. ⾃律ネットワークがBGP(Border Gateway Protocol)を利
⽤して他の⾃律ネットワークとの間で外部経路制御情報を
交換すること。

2. ⾃律ネットワークの外部経路制御ポリシが、他のいかなる
⾃律ネットワークに委ねても実現が困難な、固有のもので
あること。典型的には、他の⼀つの⾃律ネットワークのみ
と接続するのではなく、複数の⾃律ネットワークとの間で
BGPにより接続し、外部経路制御情報の交換を⾏うこと。

3. 上記の条件 1) 2) を、割り当てから3ヶ⽉以内に満たす予定
であること。

4. 歴史的経緯をもつプロバイダ⾮依存アドレス被割り当て者
の⾃律ネットワークであって、上記の条件 3) を満たすこと
ができない場合、将来、上記の条件 1) 2) を満たす意志が
あること。

• 上記4が追加されました。
– 『AS番号の申請について』
– https://www.nic.ad.jp/ja/ip/asnumber.html
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まとめ
• (⽿タコ)IPv4アドレスは在庫枯渇しました。
• 事業者はIPv4アドレス/22を2個ゲットできるチャ

ンスがあります！
– 忘れていませんか？
– このアドレスもいつまであるかはわかりません。

• IPv4アドレスは移転でもゲットできます！
• IPv6対応を進めましょう。

– IPv6アドレスをゲットできる基準は緩やかです。


